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座間市では、住みよいまちづくり実現のために策定された「座間市市民協働推進条

例」に基づき、市民活動団体の皆さんと一緒に地域課題の解決に取り組む協働のひと

つとして相互提案型協働事業を実施しています。地域の多様な課題について、市民の

豊かな発想を活かした提案を募集し、提案団体と座間市がともに「公共サービス」の

担い手となり、「協働」して解決に取り組んでいくものです。「協働」によるきめ細か

な質の高いサービスの提供により市民満足度を高めるとともに、「協働」というものを

わかりやすく周知し、幅広い協働の実践につなげていくことを目的に実施するもので

す。  

真に住みよい地域社会を目指して、ぜひ、みなさんの熱意とアイデアに満ちた提案

をお待ちしています。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 市民活動団体提案協働事業   

市民活動団体から公益的な事業の実施プランを市に提案していただき、市民活動団

体と担当部署が提案内容について協議しながら協働事業の実施に取り組むものです。  

（以下「団体提案事業」とします。）  

 

 市  提  案  協  働  事  業   

市が提案した事業の構想及び概要に対し、市民活動団体から事業の具体的な実施プ

ランなどの提案を受け、市民活動団体と市が協議しながら協働事業の実施に取り組む

ものです。（以下「市提案事業」とします。）  

 

１ .  事  業  目  的  

協働とは  

まちづくりを進める上での共通の目標を実現するために、市と市民等が対等

の立場に立って、相互の信頼及び合意の下、役割及び責任を担い合い、お互い

の特性や能力を発揮し合いながら連携し、及び協力して、効果的にまちづくり

に取り組んでいくこと。  

（座間市市民協働推進条例より）  

 

市民活動団体とは  

特定非営利活動法人、ボランティア団体等の営利を目的とせず、不特定多数

の利益の増進に寄与することを目的に活動している団体。  

（座間市市民協働推進条例より）  

2. 事  業  の  形  態  



- 2 - 

 

 

 

 

                        

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
●相互提案型協働事業説明会  

【団体提案事業】制度の趣旨や手続に関する事項を説

明します。  

【市提案事業】担当部署より事業の構想や概要を説明

します。  
 

●企画提案に応募する市民活動団体は提案書など申請

書類一式を市役所市民協働課へ直接持参してくださ

い。  ※６ページ参照  
 

●事業担当課の割振り（団体提案事業のみ）  

 企画提案された事業を、市のどの部署が担当するか

決めます。  

 

●応募のあった提案を、座間市市民協働推進会議（以

下「会議」とします）が書類審査します。  

審査結果については、提案団体に通知します。  

●第 1 次審査を通過した団体は、担当課と事業見積や

スケジュールなど内容について協議してください。  

※提案内容の修正が必要な場合は企画書の再提出が必

要となります。  
 
●第１次審査を通過した提案団体による第２次審査

（公開プレゼンテーション）を行います。その内容を

会議が総合的に評価、選考します。  
 
 
●会議が選考した結果を市長へ報告します。市長は報

告に基づき相互提案型協働事業を決定し、提案団体へ

「審査結果通知書」を通知すると共に、市ホームペー

ジに公開します。  

●選考された団体は、担当課と実施に向けて詳細な打

合せを行います。その後、４月に協定書を締結し事業

を開始します。  

 

●事業途中の 10 月に中間評価シートを提出してくだ

さい。継続事業の場合は審査資料にもなります。  

 

●事業完了後１ヶ月以内に事業実施報告書を市民協働

課へ提出してください。  

●６月開催予定の事業結果報告会に参加し、事業報告

を行います。会議は相互提案型協働事業の実施結果に

ついて、その内容を評価します。  

 

3. 事  業  の  流  れ  

説明会の開催  

日程７月７日 (金 )午後 6 時～  

サニープレイス座間  多目的室  

提案募集  
募集期間７ /1０ (月 )～８ /1０ (木 )  

第１次審査  
日程  ９月２０日 (水 )予定  

書  類  審  査  

 

第２次審査  
日程  １１月８日 (水 )予定  
公開プレゼンテーション  

 

最終選考  

選考結果の通知  

 

協定書締結  

事  業  完  了  

事業結果報告会（公開）  

（平成３１年 6 月中）  

事業実施（４月～翌年３月） 

中間評価シート提出  
 

団体提案事業  

担当課割振り  
 

市提案事業  

担当課決定

済  
 

担当部署との協議・調整  
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団体でなければ提案できません！！！  

 

応募できる団体は、応募締切日において、1 年以上継続した活動を行っている市民

活動団体で、次の①～③までの全てに該当する団体とします。  

①  座間市民活動サポートセンターに登録していること。  

②  座間市内に活動拠点を有していること。  

③  組織の運営に関する定款、規約、会則等があり、予算及び決算を適正に行ってい

ること。  

  

 

 

 

 

 

対象となる提案事業は公益を目的とし、次の①～⑥までの全てに該当する事業とし

ます。  

①  市内で実施される事業であり、協働して取り組むことにより、地域や社会の課題

の解決につながる事業であること。  

②  具体的な効果や成果が期待でき、市民満足度が高まる事業であること。  

③  協働の役割分担が明確かつ妥当で、協働で実施することにより相乗効果が期待で

きる事業であること。  

④  市民活動団体の先駆性、専門性、柔軟性などの特性を活かした、新しい視点から

の事業であること。  

⑤  予算の見積もりなどが適正であること。  

⑥  提案する市民活動団体が単独で実施することが可能な事業であること。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

4. 応募できる団体  

5. 対象となる事業  

公益とは  

不特定多数の者の利益、社会一般の利益のこと

をいいます。例えば、身内など特定の個人・団体

の利益（私益）や、特定の会員や仲間相互間の利

益（共益）ではないことです。  
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次の事項に該当する事業は対象となりません。  

 

①  営利を目的としたもの。  

②  特定の個人や団体が利益を受けるもの。  

③  宗教、政治、選挙活動に関するもの。  

④  公序良俗に反するもの。  

⑤  既に当該事業に対し助成を受けているもの。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

●事業期間は単年度（平成３０年４月から平成３１年３月末まで）です。  

※事業の継続を希望する場合には、３年（開始年度を含む）を限度として継続する

ことができます。ただし、毎年度審査を受けていただきます。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

6. 対象とならない事業  

7. 事  業  期  間  
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●団体提案事業  

市の支出する事業経費は、１事業５０万円までです。  

総事業費を団体と市で負担しあっても構いません。  

 

●市提案事業  

事業経費は、市の指定する事業費の範囲内とします。  

 

 

 

 

  

●収支予算書の項目例  
 

項  目  市の負担の対象となる例  対象とならない例  

人件費  ・募集ボランティア  ・スタッフ  

謝礼金  ・講師等への謝礼金   

食糧費  ・講師のお弁当代等  

・会議、事業終了後の懇親

会等の茶菓子代、飲食代  

・スタッフなどの飲食代等  

印刷製本費  
・ポスター、ちらしパンフレット作成、

必要な資料等のコピー、印刷代等  
 

通信運搬費  ・切手代、郵送代、宅配便代等   

交通費  ・事業実施に直接かかる交通費等   

賃借料  ・会場使用料、物品レンタル料等  
・団体が自ら使用している

事務所等の賃借料等  

消耗品費  ・事務用品、用紙代等   

保険料  ・損害賠償保険料等  ・車の損害保険料等  

（注意事項）※市の支出は、事業実施のために直接必要な経費です。  

本事業とは関係のない、団体の人件費、事務所などの賃借料、  

光熱水費などの管理経費は支出対象になりません。  

※相互提案型協働事業でハーモニーホール座間・サニープレイス座  

間・健康センター等を予約する際には、会場使用料がそれぞれ異  

なりますので確認してください。  

※事業の中止又は、事業実施後に余剰金が発生した場合には、市へ  

の負担金の返還を求めます。  

 

8. 事業に要する経費  

事業費について  

毎年度の予算額は、３月定例市議会における議

決によって決定します。  
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提案を希望する団体は、市の指定する期日までに下記の書類を市民協働課へ提出し

てください。  

 

提案時に提出していただく書類  

①  相互提案型協働事業提案書（第１号様式）  

②  相互提案型協働事業企画書（第２号様式）  

③  相互提案型協働事業収支予算書（第３号様式）  

④  相互提案型協働事業実施スケジュール表（第４号様式）  

⑤  市民活動団体概要書（第５号様式）  

⑥  団体の定款、規約、会則等  

⑦  会員名簿  

⑧  前年度活動報告書（例として総会資料）  

⑨  前年度収支決算書〔団体全体分〕  

⑩  相互提案型協働事業継続希望書（第６号様式）  

⑪  その他市長が必要と認める書類  

 

 

 

 

 

 

  

応募された企画提案は、会議により審査選考します。  

 ※審査の結果は各提案団体に通知し、市ホームページなどで公開します。  

●第１次審査  （書類審査）   

提案された相互提案型協働事業について書類選考します。なお、選考の際に担

当課の意見を参考にする場合があります。  

 ●第２次審査  （プレゼンテーション審査）  

 第１次審査により選考された事業企画について、団体と担当課が公開でのプレゼ

ンテーション（事業説明・質疑応答など）を行い、会議が審査します。  

  なお、事業内容は団体と担当課との協議・調整により変更になる場合があります。  

 

 

 

 

 

   

 

 

 

10. 審査選考・公開プレゼンテーション  

9. 提  出  書  類  

市民協働推進会議は  

座間市市民協働推進条例に定められた組織で、協働の施行状況や条例の改廃

の審議のほか、相互提案型協働事業の審査を要務としています。一般公募・市

民活動団体等の代表者・学識経験者・行政職員等で構成されています。  
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（１）審査（第１次・第２次）基準ポイント  

 

審 査 項 目  審 査 の ポ イ ン ト  

協 働 に よ る 効 果  
協働することで質の高いサービスが提供でき、また、

相乗効果が期待できるか。  

事 業 の 目 的  
市民や地域のニーズ、社会問題や地域課題等を踏ま

えたものであるか。  

役 割 分 担  団体と市との役割分担が明確かつ妥当であるか。  

費 用 の 妥 当 性  
費用計上が適当であり、適正な事業計画となってい

るか。  

市 民 活 動 の 特 性  
事業内容は、市民活動団体の先駆性や専門性等の特

性を活かしているか。  

事 業 の 実 施 能 力  団体は、事業内容を実施する能力を有しているか。  

 

（２）配点基準  

審査は、上記の６つの審査項目毎に５段階評価とし、３０点満点で採点を行います。  

 

点  数  ５点  ４点  ３点  ２点  １点  

評  価  優れている  
やや優れて

いる  
普通  やや劣る  劣る  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

11. 審  査  基  準  
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●全体の流れ  

相互提案型協働事業の実施団体と市は、事業の基本事項や役割分担を明らかにする

ために協定書を締結します。さらに協定書に基づき、個人情報保護に関する誓約書を

市長に提出をします。  

 また、実施団体は事業実施に伴い、事業に係わる必要な帳簿類や領収書などの書類

を整備しておく必要があります。  

  

●中間報告について  

中間報告として評価シートの提出をします。  

また、市長は事業実施期間中の進捗状況についてヒアリングや調査を行うことがで

きます。  

 

 

 

 

 

 

 

（１）  報告書類  

 実施団体と市は、事業完了後 1 ヶ月以内に以下の書類を市民協働課へ提出してくだ

さい。  

 

●事業完了後提出書類  

 

①  相互提案型協働事業実施報告書（第９号様式）  

②  相互提案型協働事業評価シート  

③  相互提案型協働事業収支決算書（第１０号様式）  

④  その他市長が必要と認める書類  

※活動概要が分かる資料（チラシ、記事など）があれば、実施結果報告資料と

して提出してください。  

 

（２）事業結果報告会（公開）  

 事業の成果、協働の成果、課題などを検証するとともに、広く市民の皆さんへの周

知を図る場として、実施団体と市による報告会を開催します。  

 

 

 

 

 

 

 

 

12. 事  業  実  施  

13. 事  業  完  了  
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◇  実施目的  

①  市民活動団体における評価  

    自らのミッションにおける達成度と、次の事業計画に向けて改善すべき点を

見出すために行う。  

②  担当部署における評価  

    自ら実施した事業の目的や内容、成果等を点検し、次の事業計画に向けて改

善すべき点を見出すために行う。  

③  会議による評価  

    評価結果によって見出される問題点や課題などを総合的に検証し、今後の相

互提案型協働事業の取組みに活かすことを目的とする。さらに、評価結果を

パートナー双方及び受益者や市民に公表することにより透明性を確保し、合

わせて協働のまちづくりに対する理解を深める。  
 

◇  評価ポイント一覧表  

種別  評価のポイント  

事 

業 

成 

果 

事業の達成度  

⇒  所期の目的を達成できたか。そのことを共通認識できたか。  

協働による効果  

⇒  双方の長所が発揮でき、協働によって質の高い事業効果を得るこ

とができたか。  

事業を通じ、協働のノウハウや新たなネットワークなど、今後の

活動に役立つものを得ることができたか。  

事 

業 

プ 

ロ 

セ 

ス 

目的・目標の共有  

⇒  十分な協議や調整により、事業目的や課題に対する共通の認識を

もつことができたか。  

事業の進行管理  

⇒  進捗状況について情報交換を行うとともに、必要に応じてスケジ

ュール等の見直しを行うことができたか。  

対等な関係及び相互理解  

⇒  協働の相手として、対等な立場で協議することができたか。相手

の立場や組織の特性の違いなどを理解し、互いに補える関係が築

けたか。  

役割分担や責任の明確化  

⇒  役割分担は適正なものであったか。設定した役割分担を果すこと

ができたか。  

今
後
の

取
組 

今後の具体的な展開  

⇒  今後、実施事業をどの様な形で展開していくことが望ましいか .  

（事業の波及効果等）  

1４ . 報告書の評価ポイント  
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 選考過程の「公正性」、「透明性」を高めるため、提案された事業の概要及び団体名

は、市ホームページなどにより公表します。また、公開プレゼンテーション開催時に

は、公開プレゼンテーションの対象となった事業の概要を当日資料として来場者に公

開する予定です。  

 

 

 

 提出された書類などは、個人情報を除き原則として情報公開の対象となります。  

 

 

 

 ７月７日（金）午後６時からサニープレイス座間（３Ｆ）  多目的室にて、座間市相

互提案型協働事業募集について、市民活動団体を対象に説明会を開催します。  

説明会では、相互提案型協働事業の仕組みを説明します。  

 

 

 

 

 

平成２９年８月１０日（木）午後５時までに、座間市役所市民協働課（３Ｆ）に直

接持参してください。（受付は、平日の昼休みを除く午前８時３０分から午後５時ま

で。）  

※  期限は厳守してください。  

※  受付時に関係書類一式を確認したうえで受理しますので、郵送、ＦＡＸ、電子メ

ールでの受付は行いません。  

※  提案書などの各様式は、この手引きとともに、市役所市民情報コーナー（１Ｆ）、

市民協働課（３Ｆ）、市民活動サポートセンター、公民館、北・東地区文化セン

ター、市内各コミュニティセンター（８ヶ所）、図書館で配布するとともに座間

市ホームページからダウンロードすることもできます。  

 

（座間市ホームページアドレス）  

    http://www.city.zama.kanagawa.jp/ 

 

（申請書類ダウンロード方法）  

    トップページ   市政情報   市民参加・協働  

  座間市相互提案型協働事業様式   提案型協働事業  

                 

 

 

1６ . 募  集  説  明  会  

1７ . 提  出  期  限  

1５ . 提案書などの公開  
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協働事業提案書  

事  業  名  生活困窮者自立支援ネットワーク形成事業  

事業の目的  市では生活困窮者自立支援法（平成２５年法律第１０５号）に

定める自立相談支援や家計相談支援等の各種の事業を実施し、高

齢、障がい、ひとり親、ひきこもり等の相談者の属性を問わない

包括的な支援を行っている。同法においては「生活困窮者の自立

と尊厳の確保」と「生活困窮者自立支援を通じた地域づくり」が

目標とされているが、相談者個人や世帯の複合化した課題への対

応を市単独で対処することは困難であり、支援に取り組む関係機

関や市民活動団体と市が連携して地域づくりを行っていくことが

必要となっている。現状でも一定の連携を行っているが、さらに

支援を充実させるためには、市を含めた関連する様々な団体等の

ネットワーク形成が不可欠である。また、市においては、地域包

括ケアシステムの生活支援体制整備と生活困窮者自立支援が連携

し、地域づくりに取り組んでいることから、第四次座間市総合計

画で記載されている「支え合い  思いやりに満ちた  やすらぎの

まち」の基盤づくりの一環として生活困窮者自立支援を捉え、そ

のためのネットワーク形成を図る事業として、各団体等を集める

イベント等の実施を行う。  

事業の内容  

(案 )  

市を含め、関係もしくは関心を持つ市民活動団体、組織、企業

等を集め、相互の存在の認知をはじめとした情報共有を図り、関

係者同士のネットワーク形成への足がかりとします。市内の市民

活動団体等が会する機会を設けるのみでも有用ですが、参加者へ

の生活困窮者自立支援制度の周知をイベント内容に含めることが

望ましい。  

イベント例として、  

・基調講演者を招いてのシンポジウム形式  

・ワールドカフェ形式  

・他地域の視察  

といったものが考えられますが、場所や回数、形式含め自由に提

案してください。  

事業の期間  平成３０年４月１日から平成３１年３月３１日まで  （１年間）  

事業規模 

・５００，０００円を限度に企画してください。  

 なお、金額につきましては今後の予算査定の中で決定されます

ので、変更されることがあります。  

担 当 部 署 福祉部  生活援護課  自立サポート担当   （内線２１４７）  

 

 

 

（１）  市  提  案  協  働  事  業  
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第１号様式（第６条関係）  
新規・継続   

相  互  提  案  型  協  働  事  業  提  案  書  

平成２９年○○月○○日  

  

（宛先）座間市長  

  

  

住      所   座間市緑ケ丘  １-１-１-３０１  

  

提案者   団  体  名   座間○○○○会  

  

代表者氏名   協  働   一  郎  印  

  

次のとおり提案します。なお、会員名簿・担当者連絡先を除き公開を承諾します。  

１ 提 案 事 業 名     ○○○○○ ・・・ ○○○ 

2 事 業 期 間   平成３０年  ４月  １日  から 平成３１年  ３月３１日  まで  

3 事 業 予 算  

 

    △△△，△△△  

  

円  （内座間市支出分  ×××，×××円） 

4 提 案 概 要  

 

 

 

  （事業内容等を

３００字以内で

御記入くださ

い。 

この欄の記載

内容は、ホーム

ページ等で公

表します。）  

  

5 

  

添 付 書 類  

□企画書  □事業収支予算書  □事業実施スケジュール表  

□市民活動団体概要書  □定款、規約、会則等  □会員名簿  

□収支決算書（団体全体分）  □前年度活動報告書  □継続希望書  

□その他（                                      ）  

（2）  提  案  書  （記入例）  

協
働 

企画の概要を分かり易 く理解

するために、事業内容を具体

的かつ簡潔にまとめて３００字厳

守で記入してください。  

印は必ず代表者印を押
してください。  

新規の提案は新規に○を、継続の
提案は継続に○を付けてください。  
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第２号様式－１（第６条関係）  

相  互  提  案  型  協  働  事  業  企  画  書   

 
団  体  名    座間○○○○会  

1 提 案 事 業 名     ○○○○○ ・・・ ○○○  

  

2 

  

 

  

  

事 業 の 分 野  

 

（主となる該当分野

に 

○をしてくださ

い。）  

  

(1)健康  (2)福祉  (3)教育  (4)まちづくり・コミュニティ  (5)文化・芸

術  (6)スポーツ  

 

(7)環境  (8)防災・防犯  (9)国際交流  (10)男女共同参画  (11)こ

ども  

 

(12)市民活動支援   (13)自治会  (14)シニアライフ  （１５）その他

（          ）  

 

 

 

 

3 

  

 

 

 

 

事 業 の 目 的  

 

（社会的背景、課題

等を踏まえて）  

  

  

 

4 事 業 の 内 容  

  

  

 

 

この事業を行うことにより、どのよ

うな課題を解決し、社会的効果

を目指すのか、具体的かつ簡素

に記入してください。  

事業の内容を具体的 （誰が、誰

と、どこで、誰に、何を、どれだけ）

に記入してください。  
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第２号様式－２（第６条関係）  

 

5 

事 業 の 対 象  

（区域、具体的対象

者、対象総人数等）  

  

 

6 事 業 の 実 施 場 所  

   

 

7 

 

 

役   割   分   担  

 

 

市民活動団体が果たす役割  

   

市に期待する役割  

   

8 
解 決 の対 象 となる  

地域や社会の課題  

  

 

9 
期待 される具体的

な 効 果 や 成 果  

  

 

10 市と協働する必要性  

  

11 協働による相乗効果  

  

12 そ の 他  

  

事業 を実 施 する上 で

想定される役割全てを

記入してください。  

出来るだけ具体的に。  

どこで実施するか。  

提案団体が行 うことを具

体的に記入してください。  

市の役割を具体的に記入

してください。  

どのような課題を解決しよ

うとしているのかを具体的

に記入してください。  

この事業を行うことにより、どのような地域

課題を解決し、社会的効果を目指すの

か、具体的かつ簡潔に記入してください。  

この事業を協働で実施する必要性、協働するこ

とによる効果や利点、提案者及び市のそれぞれ

のメリットなどを具体的に記入してください。  

この事業を実施することで、事業目的以上の効果が

期待される場合には具体的に記入してください。 
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第３号様式（第６条関係）  

相互提案型協働事業収支予算書  

総  事  業  費  △△△，△△△円  
市  の  支  出  ×××，×××円  

団体の支出等  ○○，○○○円  
 
①収入                       （単位：円） 

項   目  予算額  内   容  

市の支出  Ｃ   負担金  

団体の支出   団体会計より  

事業収入   
 

   

収入合計  Ａ       

 
②支出 

項   目  予算額  うち市の支出分  積算単価のなど具体的な内容  

人件費    募集ボランティア  

△△円×△名  

謝礼金    講師  

△△円×△名  

印刷製本費    ポスター△△枚、チラシ△△枚  

通信運搬費    
切手  
△△円×△通  

賃借料    
会場使用料  
△△円×△回  

消耗品費    事務用品  

印刷用紙、インク代、他  

 
 

  

    

    

    

    

支出合計  Ｂ   Ｄ       

１ . 収入合計Ａと支出合計Ｂ、及び、市の支出Ｃと支出合計Ｄは同額となります。  

２．事業の予算は３月議会での議決により決定されます。  

 

①収入は、市の支出・団体の支出・事業収入・

寄付金・その他収入にわけて記載してください。  

②支出は、人件費 ・謝礼金 ・食糧費 ・印刷製本費 ・通信運搬費 ・交通

費・賃借料・消耗品費 ・保険料・その他といった項目に出来るだけ整理

し、具体的な積算根拠を記載してください。（詳細は５ページ参照）  
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第４号様式（第６条関係）  

相互提案型協働事業実施スケジュール表   

○相互提案型協働事業の実施スケジュールを御記入ください。  

(いつ頃、どのようなことをする予定ですか？ )  

月  実      施      内      容  

4 月  
  

 

 

5 月  
 

6 月  
 

7 月  
 

8 月  
 

9 月  
 

10 月  
 

11 月  
 

12 月  
 

1 月  
 

2 月  
 

3 月  
 

事業の内容を具体的に  

月ごとに記入してください。  
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第５号様式（第６条関係）  

市  民  活  動  団  体  概  要  書   

団 体 の 名 称  

（フ  リ  ガ  ナ）  ザマ○○○○カイ  

      座間○○○○会  

住 所  

〒252-0021 

  座間市緑ケ丘  １－１－１－３０１  

代 表 者 名    協  働   一  郎  

設 立 年 月  平成○○年   ○月  

会 員 の 状 況  

会 員 数  
 ×× 人                

団体  年 会 費  

      

 

   ○ ,○○○円  （内座間市民△△人）  

賛 助  

会 員 数  

人               
団体  年 会 費  

         

 

          円  （内座間市民   人）  

活 動 目 的  

 

  

活 動 内 容  

活 動 実 績  

 

  

(委託事業がある場

合には、委託事業

名、委託契約先名、

及び委託時期を記

入して下さい。）  

ホ ー ム ペ ー ジ  http://   〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇  

    

担 当 者 連 絡 先 等  

（ ※ 非 公 開 情 報 ）  

氏 名    座間  まち子  役 職    副会長  

住 所    座間市立野台  ○－○－○ 

電 話  

[ F A X ] 

〇〇〇（〇〇〇）〇〇〇〇 

[       同   上        ] 

携 帯

電 話  
〇〇〇（〇〇〇〇）〇〇〇〇  

Ｅメール  〇〇〇〇〇〇＠〇〇〇.〇〇.〇〇 
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第６号様式（第６条関係）  

相互提案型協働事業継続希望書   

 

事業の継続を希望する場合は、次の１から３までの内容を御記入ください。  

 

１  団体名及び事業の名称  

団  体  名    

事 業 の 名 称    

 

２   相互提案型協働事業の継続を希望する理由  

 

 

３   相互提案型協働事業実施による成果（成果の見通し）  

⑴  継続が２年目となる場合  

・初年度の成果の見通し  

 

⑵  継続が３年目となる場合  

・初年度の成果  

・２年目の成果の見通し  

 

第１号様式で継続に○をつけた場合は、

第６号様式を記入し提出してください。  

月ごとに記入してください。  

事業の実施時期等により成果の見通しがたた

ない場合は、事業実施までに行う事業の準備

や市との調整等の内容を記入してください。  

両方記入してください。  



 

 

 



- 19 - 

 

 

平成 2３年度  相互提案型協働事業  

 

 ★  市民活動団体提案協働事業  （２事業）  

番

号  

事     業     名  事    業   概   要   

団     体     名  担     当     課  

1 

生ごみの堆肥化推進事業  「生ごみ

資源化で節電、循環型社会へ」  

 

総事業費：  245,550 円  

市負担金：  140,550 円  

○堆肥化講座の開催  
 ・自治会など地域を対象としたもの（3 回）  
 ・全市民対象としたもの（2 回）  
 ・講座参加者対象のアフターフォロー（4 回） 
○市が助成をした生ごみ処理機等購入者へのア
ンケートを実施によるアフターフォロー（随時） 
○生ごみ堆肥化相談会の開催（2 回 /月）  
○ふるさとまつりでの生ごみダンボール堆肥化
をＰＲ  

座間生ごみ堆肥化グループ  資源対策課  

2 

「命の尊さ・大切さ」発信事業  

 

総事業費：  595,000 円  

市負担金：  500,000 円  

○いのちのメッセージ  アート展  
○鈴木共子氏の講演会  
○映画『０からの風』の上映会  2 回  
○子供むけ手作りミニ絵本のワークショップ、
絵の展示  

おやとも会  広報広聴人権課  

 

★  市提案協働事業  （２事業）  

番

号  

事     業     名  事    業   概   要  

団     体     名  担     当     課  

1 

防災啓発研修会事業  

 

総事業費：  251,000 円  

市負担金：  251,000 円  

○講座は受講生が課題の解決に向けて自ら考え
て取り組むＤＩＧ（図上訓練）並びにワークシ
ョップ方式（ＫＪ法）などによる講座（2 回開
催）  
○上記の講座を受講した受講生を対象に、災害
対策に必要なノウハウ（技）を体得するための
「体験型災害対応訓練」（1 回実施）  
○「市民減災・災害対応講座」及び「体験型災
害対応訓練」の講座並びに訓練を受講したもの
を対象に修了証を交付する。修了者にはそれぞ
れの地域で減災・災害対応活動の推進者として
活動をしてもらう  

ざま災害ボランティアネットワーク  安全防災課  

2 

ざま再発見写真コンテスト  

 

総事業費：  100,000 円  

市負担金：  100,000 円  

○我々の団体が市と協力して、広く市民へ作品
の募集を行う。市内の写真店にも協力を依頼し、
店内へのポスター掲示などＰＲ活動にも参加し
てもらう  
○座間市内で活動する写真家へ依頼して集まっ
た作品の審査を行っていただく  
○応募があったすべての作品を市と共同してハ
ーモニーホールギャラリーで展示し、広く市民
に公開する  

座間市写真連盟  生涯学習課  

 
※期間：10 月～3 月までの半年間  

（3）  相  互  提  案  型  協  働  事  業  一  覧  
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平成 2４年度  相互提案型協働事業  

 

 ★  市民活動団体提案協働事業  （４事業）  

番

号  

事     業     名  事    業   概   要   

団     体     名  担     当     課  

1 

回想法を利用した介護予防推進及

び、地域ボランティア育成事業  

 

総事業費：  382,000 円  

市負担金：  334,600 円  

○回想法基礎講座  
 ・広く普及のために市民対象（2 回）  
○回想法入門講座（全 5 回）  
 ・基礎講座のステップアップ（1 回）  
○回想法による地域サロン運営  
 ・民家 2 会場でサロンを開催（8 回）  

回想法プランニング座間  介護保険課  ・  福祉長寿課  

2 

座間市不登校・ひきこもり支援活動

の推進事業  

 

総事業費：  900,000 円  

市負担金：  500,000 円  

○活動の拡充  
 ・活動時間の延長（週 2 回、10 時～15 時） 
 ・プログラムとイベントの拡大  
 ・他団体との協力・連携  
○臨床心理士による専門相談  
 ・7、9、12 月に開設（6 回）  
○スタッフのスキルアップ  
 ・研修・講演会への参加  

不登校・ひきこもり居場所  あすなろ  青少年課  ・  教育指導課  ・  生涯学習課  

３  

精神障害者（当事者）の生きづらさ

の対処法事業  「べてるの当事者研

究」   

 

総事業費：  172,000 円  

市負担金：  172,000 円  

○「べてるの当事者研究」の開催  

・コーディネーターを中心に当事者が抱える    

問題の対処法を考える（2 回）  

ひらけ  ごま  障がい福祉課  

４  

生ごみの堆肥化推進事業  「生ごみ

資源化で循環型社会へ」  

 

総事業費：  489,820 円  

市負担金：  335,820 円  

○堆肥化講座の開催  
 ・公民館・コミセンなど地域を対象としたも  
  の（4 回）  
 ・全市民対象としたもの（1 回）  
○アフターフォロー講座（5 回）  
○市助成の生ごみ処理機等購入者へのアンケー
ト実施によるアフターフォロー（随時）  
○生ごみ堆肥化相談会の開催（2 回 /月）  
○生ごみ堆肥化ＰＲ  
 ・緑化まつり・ふるさとまつりへの参加（各  

1 回）  
 ・市民農園利用者  
○実践者対象の情報交換会・情報発信（各 4 回） 
○堆肥の新基材の無料交換（10 セット）  

座間生ごみ堆肥化グループ  資源対策課  ・  農政課  
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★  市提案協働事業  （３事業）  

番

号  

事     業     名  事    業   概   要  

団     体     名  担     当     課  

1 

ざま再発見写真コンテスト  

 

総事業費：  110,000 円  

市負担金：  100,000 円  

○我々の団体が市と協力して、広く市民へ作品
の募集を行う。市内の写真店にも協力を依頼し、
店内へのポスター掲示などＰＲ活動にも参加し
てもらう  
○座間市内で活動する写真家へ依頼して集まっ
た作品の審査を行っていただく  
○応募のあったすべての作品を市と共同してハ
ーモニーホールギャラリーで展示し、広く市民
に公開する  

座間市写真連盟  生涯学習課  

2 

相模が丘なかよし小道再生事業  

 

総事業費：  3,212,000 円  

市負担金：  2,700,000 円  

○植物の育成管理  
 ・整枝、剪定、草刈、除草、施肥、灌水、病  

害虫対策  
○緑道及び設置施設の維持管理  
 ・清掃、迷惑行為対策、案内板等管理  
○その他  
 ・地域住民相談、スキルアップ、人材育成  

特定非営利活動法人  さくら百華の道  公園緑政課  

3 

防災啓発研修会事業  

 

総事業費：  431,000 円  

市負担金：  321,000 円  

○市民  防災・減災講座（ワークショップ）  
 ・Ａコース：自治会役員対象（2 回）  
 ・Ｂコース：一般市民対象（2 回）  
 ・Ｃコース：座間市職員対象（3 回）  
○体験型減災・災害対応訓練  
 ・Ｄコース：ＡまたはＢコース受講者対象  
  体験型災害対応訓練（2 回）  
 ・Ｅコース：Ｃコース受講者対象   
  災害避難所開設・運営訓練（1 回）  
○減災・災害対応講座修了式  
 ・Ｄコース修了者に「（仮称）地域減災活動  

協力員」を交付  
 ・Ｅコース修了者に「災害避難所開設職員研  

修修了証」を交付  

ざま災害ボランティアネットワーク  安全防災課  
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平成 2５年度  相互提案型協働事業  

 

 ★  市民活動団体提案協働事業  （３事業）  

番

号  

事     業     名  事    業   概   要   

団     体     名  担     当     課  

1 

生ごみの堆肥化推進事業  「生ごみ

資源化で循環型社会へ」  

 

総事業費：  405,010 円  

市負担金：  221,010 円  

○堆肥化講座の開催  
 ・コミセンなど地域を対象としたもの（4 回） 
 ・全市民対象としたもの（1 回）  
・小学校ＰＴＡを対象としたもの（２校程度） 

○実践者へのアフターフォロー講座（７回）  
○市助成の生ごみ処理機等購入者へのアンケー
ト実施によるアフターフォロー（随時）  
○生ごみ堆肥化相談会開催（１０回）  
○生ごみ堆肥化ＰＲ  
 ・緑化まつり・ふるさとまつりへの参加  
 ・市民農園利用者  
○実践者対象の情報交換会・情報発信（各 4 回） 
○堆肥と新基材の無料交換（10 セット）  

座間生ごみ堆肥化グループ  資源対策課  ・  農政課  ・  生涯学習課  

2 

座間市不登校・ひきこもり支援活動

と周知活動の推進事業  

 

総事業費：  900,000 円  

市負担金：  500,000 円  

○基本的活動（通常活動、相談業務、ＨＰ作成、
あすなろ便り発行等）  
○他団体や市民との連携  
 ・第２回あすなろっこ祭り開催  
 ・講演会の開催（座間市共催）  
 ・適応指導教室と合同卓球大会（あすなろ主  

催）  
・連携機関との交流活動（うどん打ち会・餅  
つき会）  

・スポーツ交流会（四市適応指導教室主催）  
○定期的に勉強会を開催（学習支援）  
○専門家による相談を拡充  
○パソコン教室の充実  
○ふるさとまつりへの参加（ＰＲ）  

不登校・ひきこもり居場所  あすなろ  青少年課  ・  教育指導課  ・  生涯学習課  

3 

回想法を利用した介護予防推進及

び、地域ボランティア育成事業  

 

総事業費：  512,400 円  

市負担金：  453,000 円  

○回想法をツールとした地域サロン事業  
○スタートアップ事業  
・＜ステップ１＞回想法基礎講座（２回程度） 
・＜ステップ２＞回想法入門講座（５回連続
講座）  

・＜ステップ３＞地域サロンの運営  
○ブラッシュアップ及びフォローアップ事業  
 ・ブラッシュアップ事業研修会（講座、施設  

見学等）  
 ・フォローアップ事業相談会（２回程度）  

回想法プランニング座間  介護保険課  ・  福祉長寿課  
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★  市提案協働事業  （３事業）  

番

号  

事     業     名  事    業   概   要  

団     体     名  担     当     課  

1 

座間中学校緑化推進事業  

 

総事業費：  514,000 円  

市負担金：  500,000 円  

○生徒への教育効果  
・教育活動の場の安全と癒しの空間を確保す
ること  

○学校施設環境の確保  
・芝生による、騒音の減少や熱を吸収し温度
を下げる効果が期待できる  

○地域交流の促進  
・地域ボランティア協力により、地域との協
働による学校づくりが促進される  

座間中学校地域交流協議会  教育総務課  

2 

相模が丘仲よし小道再生事業  

 

総事業費：  2,904,000 円  

市負担金：  2,542,000 円  

○景観  
・景観管理  

○整枝、剪定  
・桜、花木、その他  

○草刈、除草  
・中木、低木、寄せ植え、花木、地被類  

○施肥、灌水、病害虫対策  
・見守り、施肥、灌水、病害虫対策  

○清掃  
 ・見守り、清掃  
○迷惑行為対策  
・適切な看板設置、モラルアップ事業、広報
等メディア活用  

○施設管理  
・防災、消防等の施行、看板類整備、パーゴ
ラとベンチ  

○地域住民相談受付  
○市との協働窓口など現地連絡所運営  
○植物の育成、維持、管理全般の研究、研修  
○さくら、ボランティアガイドの育成  

特定非営利活動法人  さくら百華の道  公園緑政課  

3 

防災啓発研修会事業  

 

総事業費：  440,000 円  

市負担金：  321,000 円  

○市民  防災・減災講座（ワークショップ）  
 ・Ａコース：一般市民対象（2 回）  
 ・Ｂコース：自治会役員対象（2 回）  
 ・Ｃコース：座間市職員対象（２回）  
○体験型減災・災害対応訓練  
 ・Ｄコース：一般市民、自治会役員対象（ 2 

回）  
 ・Ｅコース：座間市職員対象（２回）  

ざま災害ボランティアネットワーク  安全防災課  
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平成 2６年度  相互提案型協働事業  

 

 ★  市民活動団体提案協働事業  （３事業）  

番

号  

事     業     名  事    業   概   要   

団     体     名  担     当     課  

1 

避難所運営委員会設置・運営支援事

業  

 

総事業費：  210,000 円  

市負担金：  172,000 円  

○避難所運営ハンドブック（標準手順書）の策

定  

○モデル「避難所運営委員会」の設置  

 ・減災・災害対応に関する基礎講座の開催  

 ・図上訓練（DIG）、避難所運営ゲーム（HUG） 

などを含めた体験型講座の開催  

○「避難所開設・運営マニュアル」策定  

○市内の避難所に「避難所運営委員会」を設置  

ざま災害ボランティアネットワーク  安全防災課  

2 

水と緑の風広場「観光スポット水仙

花壇造り」事業  

 

総事業費：  510,000 円  

市負担金：  500,000 円  

○緑化祭りへの参加  

・ラッパ水仙花壇造りの活動状況のパネル展

示等  

○ラッパ水仙花壇造りボランティアの募集  

 ・月１回の花壇の手入れ  

○標本用ラッパ水仙花壇造りボランティアの募

集  

 ・ラッパ水仙の球根を植付け、花壇に咲いた

花と照合して名札を作成  

○ラッパ水仙見学研修会の開催  

 ・往路：水と緑の風広場のラッパ水仙花壇～

県立辻堂海浜公園水仙花壇見学  

  復路：大磯の東海道松並木の水仙ロード（車

窓）  

○水仙まつりの開催   

花を咲かそうボランティアの会  公園緑政課  

3 

座間市不登校・ひきこもり支援活動

と周知活動の推進事業  

 

総事業費：  900,000 円  

市負担金：  500,000 円  

○基本的活動  

 ・通常活動、相談業務、HP 作成、あすなろ  

便り発行等  

○他団体や市民との連携  

 ・講演会の開催（座間市共催）  

 ・適応指導教室と合同卓球大会（あすなろ主  

催）  

 ・連携機関との交流活動（うどん打ち会、餅  

つき会）  

 ・県央適応指導教室交流会参加  

○定期的に勉強会を開催（学習支援）  

○臨床心理士によるスタッフスキルアップ講座

実施（２回）  

○社会見学を計画、実行  

○ふるさと祭りへの参加（PR）  

不登校・ひきこもり居場所  あすなろ  青少年課  ・  教育指導課  ・  生涯学習課  
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★  市提案協働事業  （３事業）  

番

号  

事     業     名  事    業   概   要  

団     体     名  担     当     課  

1 

座間中学校緑化推進事業  

 

総事業費：  212,120 円  

市負担金：  200,000 円  

○生徒への教育効果  
・教育活動の場の安全と癒しの空間を確保  

○学校施設環境の確保  
・芝生による騒音の減少や太陽光の熱を吸収  
し、温度を下げる効果が期待できる  

○地域交流の促進  
・地域ボランティアの協力により、地域との  
協働による学校づくりが促進される  

座間中学校地域交流協議会  教育総務課  

2 

相模が丘仲よし小道再生事業  

 

総事業費：  3,738,000 円  

市負担金：  3,431,000 円  

○景観  
・景観管理  

○整枝、剪定  
・桜、花木、その他  

○草刈、除草  
・中木、低木、寄せ植え、花木、地被類  

○施肥、灌水、病害虫対策  
・見守り、施肥、灌水、病害虫対策  

○清掃  
 ・見守り、清掃  
○迷惑行為対策  
・適切な看板設置、モラルアップ事業、広報  
等メディア活用  

○施設管理  
・防災、消防等の施行、看板類整備、パーゴ  
ラとベンチ  

○地域住民相談受付  
○市との協働窓口など現地連絡所運営  
○植物の育成、維持、管理全般の研究、研修  
○さくら、ボランティアガイドの育成  

特定非営利活動法人  さくら百華の道  公園緑政課  

3 

市民と協働による座間市マスコット

キャラクター「ざまりん」の活用体

制事業  

ミステリーウォーク探検隊「ざまり

んをさがせ」  

 

総事業費：  515,000 円  

市負担金：  500,000 円  

○市民対象「ざまりんを探せ」ミステリーウォ  

ークの開催（年４回）  

 ・第１回  楽しく自然体験・学習体験の体  

コース  

      谷戸山～座間小学校周辺  

 ・第２回  地域再発見  食をたのしむ（す  

いとんを食べよう）コース  

      かにが沢公園～相武台～相東小学  

校周辺～相模が丘周辺  

 ・第３回  ざまりん仮装フェア  ふるさと祭  

りで PR 

      本物ざまりんを探せコース  ざま  

りんスタンプ  

 ・第４回  ニュースポーツに親しむ健康づく  

りコース  

      芹沢公園～栗原～ひばりが丘小学

校周辺  

座間市レクリエーション協会  企画政策課  
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平成 2７年度  相互提案型協働事業  

 

 ★  市民活動団体提案協働事業  （３事業）  

番

号  

事     業     名  事    業   概   要   

団     体     名  担     当     課  

1 

水と緑の風広場「観光スポット水仙

花壇造り」事業  

 

総事業費：  535,000 円  

市負担金：  500,000 円  

○緑化祭りとふるさと祭りへの参加  

・ラッパ水仙花壇造りの活動状況のパネル展

示等  

○ラッパ水仙花壇維持管理ボランティアの募集  

 ・月１回の花壇の手入れ  

○標本用ラッパ水仙花壇造りボランティアの募

集  

 ・標本用ラッパ水仙の球根を植付けと名札立

て  

○ラッパ水仙見学研修会の開催  

○水仙まつりの開催  

○夏はマリーゴールドの花壇づくり  

○特定外来生物「オオキンケイギク」の栽培・

移動・保管等禁止 PR 

花を咲かそうボランティアの会  公園緑政課  

2 

市民こころのバリアフリー（心の健

康問題普及啓発）及びハート・コミ

ュニティ事業  

 

総事業費：  550,000 円  

市負担金：  500,000 円  

○市民こころのバリアフリー講座  

・一般市民を対象に「こころのバリアフリー

宣言」の指針に基づいて講座を行う  

 ＜第１回～第３回＞  

○ハートコミュニティスペース  

 ・地域社会で心の健康問題に関心がある方が

安心して交流ができる場を目指す。  

○情報誌（こころのバリアフリー情報）の作成

配布（回覧）  

 ・こころのバリアフリー情報誌を作成配布  

特定非営利活動法人  きづき  障がい福祉課  ・  健康づくり課  

3 

避難所運営委員会設置・運営支援事

業  

 

総事業費：  360,000 円  

市負担金：  275,000 円  

○「避難所開設・運営ガイドライン」に準じて

活動  

○常設型「避難所運営委員会」の設置  

 ・８か所の「（公設）避難所」を選定  

 ・基礎講座、避難所運営ゲーム（HUG）など  

を含めた体験型講座の開催  

○「避難所運営ガイドライン」を基本に当該避

難所の「避難所開設・運営マニュアル」を策定  

○「避難所開設・運営マニュアル」をもとに検

証訓練を実施し、必要に応じて修正・加筆して

正式版（初版）「避難所開設・運営マニュアル」

を完成させる  

ざま災害ボランティアネットワーク  安全防災課  
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★  市提案協働事業  （１事業）  

番

号  

事     業     名  事    業   概   要  

団     体     名  担     当     課  

1 

座間中学校緑化推進事業  

 

総事業費：  210,000 円  

市負担金：  200,000 円  

○生徒への教育効果  
・教育活動の場の安全と癒しの空間を確保  

○学校施設環境の確保  
・芝生による騒音の減少や太陽光の熱を吸収  
し、温度を下げる効果が期待できる  

○地域交流の促進  
・地域ボランティアの協力により、地域との  
協働による学校づくりが促進される  

座間中学校地域交流協議会  教育総務課  
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平成 28 年度  相互提案型協働事業  
 

 ★  市民活動団体提案協働事業  （３事業）  

番

号  

事     業     名  事    業   概   要   

団     体     名  担     当     課  

1 

水と緑の風広場「観光スポット水仙

花壇造り」事業  

 

総事業費：  540,000 円  

市負担金：  500,000 円  

○ハロースタディへの参加  

・ラッパ水仙花壇造りの活動をパネル展示。球

根購入用ワンコイン募金のお願い。  

○ラッパ水仙花壇維持管理  

・月１回の花壇の手入れ  

○標本用ラッパ水仙花壇造りボランティアの募

集  

・ラッパ水仙の球根を植付け、花壇に咲いた花

と照合して名札を作成  

○ラッパ水仙まつりの開催  

○ラッパ水仙見学研修会の開催  

・往路：水と緑の風広場のラッパ水仙花壇～県

立辻堂海浜公園水仙花壇見学  

  復路：大磯の東海道松並木の水仙ロード（車

窓）  

○夏はマリーゴールドの花壇づくり  

○特定外来生物「オオキンケイギク」の栽培、

移動、保管等禁止をＰＲ  

花を咲かそうボランティアの会  公園緑政課  

2 

市民こころのバリアフリー（心の健

康問題普及啓発）及びハート・コミ

ュニティ事業  

 

総事業費：  446,000 円  

市負担金：  418,000 円  

○市民こころのバリアフリー講座（知識の習得） 

・一般市民を対象に、「こころのバリアフリー宣

言」の指針に基づいて講座を行い、心身の健康

問題の関心を促す  【講座】第１回～３回  

○ハート・コミュニティスペース（出会いと交

流の場）  

・地域社会で心の健康問題に関心がある方が、

安心して交流ができて気持の分かち合う場、生

活や就労など、自立に関する情報などを学び合

う場、お互いが理解を深める場として語り合い

ながら共生の社会を目指す  

○情報紙（こころのバリアフリー情報）の作成

配布（回覧）  

・こころのバリアフリー情報紙を作成して配布

する   

 

特定非営利活動法人  きづき  障がい福祉課  ・  健康づくり課  
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3 

避難所運営委員会設置・運営支援事

業  

 

総事業費：  196,000 円  

市負担金：  196,000 円  

○２６年度に策定した「避難所開設・運営ガイ

ドライン」に準じて活動  

○常設型「避難所運営委員会」の設置  

・２７年度は８カ所の「（公設）避難所」を選定

し、避難所施設管理者、避難所開設担当職員、

地域自治会または自主防災役員（必要に応じて

市自連防災担当役員）、地区社協防災担当者、地

域防災推進委員、地域で活動しているボランテ

ィア団体責任者など、必要に応じて地域担当民

生委員、消防団関係者などから構成される「避

難所運営委員会」を設置し、コーディネーター

役としてざま災害ボランティアネットワークが

連携参加する  

・減災・災害対応に関する基礎講座、避難所の

疑似体験をする避難所運営ゲーム（HUG）など

を含めた体験型講座の開催  

○研修の中から出された課題（地域特性）を参

考に「避難所運営ガイドライン」を基本に当該

避難所の「避難所開設・運営マニュアル」を策

定  

○策定された「避難所開設・運営マニュアル」

をもとに検証訓練を実施し、結果を整理し必要

に応じて修正・加筆して正式版（初版）「避難

所開設・運営マニュアル」を完成させる  

ざま災害ボランティアネットワーク  危機管理課  

 

★  市提案協働事業  （０事業）  
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平成 2９年度  相互提案型協働事業  
 

 ★  市民活動団体提案協働事業  （３事業）  

番

号  

事     業     名  事    業   概   要   

団     体     名  担     当     課  

1 

赤い向日葵プロジェクト市道１４号

線東原緑地帯事業  

 

総事業費：  550,000 円  

市負担金：  500,000 円  

○市道１４号線東原緑地帯に赤い向日葵を植栽  

○ひまわり祭りとの連動してさがみ野の花の街

としてをアピール  

○植栽・草取り・水まきなどを通しての環境美

化作業の大切さを学ぶ  

○立て看板を建て地域の協力をアピール  

○赤い向日葵だけでなくひまわりの周りに花を

植え感動を与えるようなストリートガーデンに

する  

○地域情報誌・新聞・ TV などに積極的に働き

かけ花の街を紹介させる  

○小学校・中学校・地域住民・老人会などに呼

びかけみんなで花の街づくりを行う  

さがみ野やすらぎ街づくり委員会  公園緑政課  

2 

市民こころのバリアフリー（心の健

康問題普及啓発）及びハートコミュ

ニティ事業  

 

総事業費：  470,000 円  

市負担金：  440,000 円  

○市民こころのバリアフリー講座  

・一般市民を対象にして、こころのバリアフリ

ー 社 会 を 実 現 す る た め に 講 座 等 を 行 い ま す  

【講座】第１回～４回  

【ハートコミュニティスペース（出会いと交流

の場）】第５回  

○情報紙（こころのバリアフリー情報）の作成

配布（回覧）  

・こころのバリアフリー情報紙を作成して配布

する  

認定特定非営利活動法人  きづき  障がい福祉課  ・  健康づくり課  

3 

多国籍親子支援事業  

 

総事業費：  520,000 円  

市負担金：  500,000 円  

○毎月１回の国際交流サロンを開く  

・日本語学習、ティーブレイク＆トーク、相談

業務（個別サポートも含む）  

○季節ごとのイベント  

・春…お花見等、夏…ブルーベリー狩り等、秋

…落花生掘り、芋掘り等、冬…もちつき等  

アクティヴ・ママ  渉外課  

 

★  市提案協働事業  （０事業）  

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

座間市  市民部  市民協働課  

電  話  046-252-7966（直通）  

ＦＡＸ  046-255-3550 

E メール kyoumati@city.zama.kanagawa.jp 


